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(57)【要約】
【課題】多次元で多方向に光線を射出することができる
。
【解決手段】基板台３２と、複数の発光ダイオード３４
と、を含む発光ダイオード光源モジュール３０において
、前記基板台３２は、縦方向に向いている表面を有する
平面基板３２０２と、立設基板３２０４と、を含み、前
記立設基板３２０４は、前記平面基板３２０２に結合さ
れ、横方向に向いている表面を有し、前記複数の発光ダ
イオード３４は、そのうちの少なくとも一つが前記平面
基板３２０２の縦方向に向いている表面に設けられ、そ
のうちの少なくとも一つが前記立設基板３２０４の横方
向に向いている表面に設けられる。
【選択図】図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　基板台と、複数の発光ダイオードと、を含む発光ダイオード光源モジュールにおいて、
　前記基板台は、縦方向に向いている表面を有する平面基板と、立設基板と、を含み、前
記立設基板は、前記平面基板に結合され、横方向に向いている表面を有し、
　前記複数の発光ダイオードは、そのうちの少なくとも一つが前記平面基板の縦方向に向
いている表面に設けられ、そのうちの少なくとも一つが前記立設基板の横方向に向いてい
る表面に設けられることを特徴とする発光ダイオード光源モジュール。
【請求項２】
　前記平面基板と前記立設基板には、溝が複数設けられ、前記発光ダイオードがこれらの
前記溝に設けられることを特徴とする、請求項１に記載の発光ダイオード光源モジュール
。
【請求項３】
　前記平面基板と前記立設基板は、アルミで作製されたものであることを特徴とする、請
求項１又は２に記載の発光ダイオード光源モジュール。
【請求項４】
　前記平面基板と前記立設基板は、一体成形されたものであることを特徴とする、請求項
１から３のいずれか一項に記載の発光ダイオード光源モジュール。
【請求項５】
　前記平面基板と前記立設基板は、多数のプレートを組み立てて構成されることを特徴と
する、請求項１から４のいずれか一項に記載の発光ダイオード光源モジュール。
【請求項６】
　前記平面基板が水平に設けられ、前記立設基板が垂直に設けられ、前記立設基板は、前
記平面基板のエッジから下方に伸びることを特徴とする、請求項１から５のいずれか一項
に記載の発光ダイオード光源モジュール。
【請求項７】
　前記複数の発光ダイオードのうちの一部の発光ダイオードは、前記平面基板の上方に向
いている表面に設けられ、そして前記複数の発光ダイオードのうちの一部の発光ダイオー
ドは、前記立設基板の前記平面基板のエッジの外側にある表面に設けられることを特徴と
する、請求項６に記載の発光ダイオード光源モジュール。
【請求項８】
　前記立設基板は二層構造であり、前記複数の発光ダイオードのうちの一部の発光ダイオ
ードは、更に、前記立設基板の前記平面基板のエッジの内側にある層の表面に設けられる
ことを特徴とする、請求項７に記載の発光ダイオード光源モジュール。
【請求項９】
　前記平面基板は、前記立設基板の上で水平に設けられ、前記立設基板は、第１立設基板
と、第２立設基板と、から構成され、前記第１立設基板と前記第２立設基板は、相互で垂
直に交差するように結合されることを特徴とする、請求項１から５のいずれか一項に記載
の発光ダイオード光源モジュール。
【請求項１０】
　前記複数の発光ダイオードのうちの一部の発光ダイオードは、前記平面基板の上方に向
いている表面に設けられ、前記第１立設基板と前記第２立設基板の交差点を中心として前
記第１立設基板と前記第２立設基板を時計方向に回動する場合には、前記交差点の上方か
ら見ると、前記複数の発光ダイオードのうちの一部の発光ダイオードが前記第１立設基板
の回動方向と反対する面に設けられることを特徴とする、請求項９に記載の発光ダイオー
ド光源モジュール。
【請求項１１】
　前記平面基板は、前記立設基板の上で水平に設けられ、前記立設基板は、第１立設基板
と、第２立設基板と、第３立設基板と、第４立設基板と、から構成され、前記第１立設基
板と前記第２立設基板と前記第３立設基板と前記第４立設基板とは、四角柱形状を形成す
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るように相互で垂直に結合されることを特徴とする、請求項１から５のいずれか一項に記
載の発光ダイオード光源モジュール。
【請求項１２】
　前記複数の発光ダイオードのうちの一部の発光ダイオードは、前記平面基板の上方に向
いている表面に設けられ、そして前記複数の発光ダイオードのうちの一部の発光ダイオー
ドは、前記第１立設基板と前記第２立設基板と前記第３立設基板と前記第４立設基板とか
ら構成され四角柱形状を呈するものの外面に設けられることを特徴とする、請求項１１に
記載の発光ダイオード光源モジュール。
【請求項１３】
　前記平面基板は、前記立設基板の上で水平に設けられ、前記立設基板は、第１立設基板
と、第２立設基板と、第３立設基板と、から構成され、前記第１立設基板と前記第２立設
基板と前記第３立設基板とは、三角柱形状を形成するように相互で垂直に結合されること
を特徴とする、請求項１から５のいずれか一項に記載の発光ダイオード光源モジュール。
【請求項１４】
　前記複数の発光ダイオードのうちの一部の発光ダイオードは、前記平面基板の上方に向
いている表面に設けられ、そして前記複数の発光ダイオードのうちの一部の発光ダイオー
ドは、前記第１立設基板と前記第２立設基板と前記第３立設基板とから構成され三角柱形
状を呈するものの外面に設けられることを特徴とする、請求項１３に記載の発光ダイオー
ド光源モジュール。
【請求項１５】
　前記基板台には、前記発光ダイオードの電源ケーブルが埋め設けられることを特徴とす
る、請求項１から１４のいずれか一項に記載の発光ダイオード光源モジュール。
【請求項１６】
　前記平面基板に設けられた複数の発光ダイオードは電気的に直列接続され、前記立設基
板に設けられた複数の発光ダイオードは電気的に並列接続されることを特徴とする、請求
項１から１５のいずれか一項に記載の発光ダイオード光源モジュール。
【請求項１７】
　前記発光ダイオードは、垂直射出モードと、横射出モードと、を有し、切替スイッチが
設けられ、前記切替スイッチを切替えることにより、垂直射出モードと横射出モードのう
ちの一つのモードを選択して前記発光ダイオードから光線を射出可能であることを特徴と
する、請求項１から１６のいずれか一項に記載の発光ダイオード光源モジュール。
【請求項１８】
　前記平面基板は、前記立設基板の上で水平に設けられ、前記立設基板は、環設され横方
向に向いている四つの面を有し、前記面同士の間には剖開溝が設けられることを特徴とす
る、請求項１から５のいずれか一項に記載の発光ダイオード光源モジュール。
【請求項１９】
　前記平面基板は、前記立設基板の上で水平に設けられ、前記立設基板は、環設され横方
向に向いている三つの面を有し、前記面同士の間には剖開溝が設けられることを特徴とす
る、請求項１から５のいずれか一項に記載の発光ダイオード光源モジュール。
【請求項２０】
　更に、スイッチ装置を含み、前記スイッチ装置を切替えることにより、垂直射出モード
と横射出モードのうちの少なくとも一つのモードを選択して前記発光ダイオードから光線
を射出可能であることを特徴とする、請求項１から１９のいずれか一項に記載の発光ダイ
オード光源モジュール。
【請求項２１】
　前記スイッチ装置は、前記発光ダイオード光源モジュールの本体の表面に組付けられる
ことを特徴とする、請求項２０に記載の発光ダイオード光源モジュール。
【請求項２２】
　更に、前記本体から伸びる信号ケーブルを含み、前記スイッチ装置が前記信号ケーブル
に組付けられることを特徴とする、請求項２０に記載の発光ダイオード光源モジュール。
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【請求項２３】
　更に、短距離無線通信モジュールを含み、前記スイッチ装置がリモートコントローラに
組付けられ、前記リモートコントローラは、別の短距離無線通信モジュールと、処理ユニ
ットと、を含み、前記スイッチ装置を切替えることにより、前記処理ユニットがスイッチ
信号を発生し、前記スイッチ信号は、前記リモートコントローラに設けられた前記短距離
無線通信モジュールを介して、前記発光ダイオード光源モジュールに設けられた前記短距
離無線通信モジュールに伝送されることを特徴とする、請求項２０に記載の発光ダイオー
ド光源モジュール。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、発光ダイオード光源モジュールに関し、特に、多次元で多方向に光線を射出
可能な発光ダイオード光源モジュールに関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　発光ダイオードは、エネルギーの消費が少ないので、従来から、発光可能な標識と、補
助照明とに利用されるが、最近、発光パワーが増加しているので、照明の用途に益々利用
されている。
【０００３】
　図１は従来の発光ダイオードの二つの態様を示す模式図である。一般には、発光ダイオ
ード２からの光線１０の照明可能の角度が規制され、例えば直行式（Ｄｉｒｅｃｔｉｏｎ
ａｌ　 Ｌｉｇｈｔ）の発光ダイオード２ａの照明可能の角度θが約１３５度であり、１
５０度を超えることができない。また、横行式の発光ダイオード２ｂからの光線は横方向
だけに射出可能である。すなわち、直行式の発光ダイオード２ａが直行射出光線１０ａを
射出し、横行式の発光ダイオード２ｂが横行射出光線１０ｂを射出する。前記発光ダイオ
ード２ａ、２ｂは、電球や蛍光灯などのように光線を３６０度に射出することができない
。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　本発明の主な目的は、多次元で多方向に光線を射出可能な発光ダイオード光源モジュー
ルを提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　本発明の請求項１に記載の発光ダイオード光源モジュールによると、基板台と、複数の
発光ダイオードと、を含む発光ダイオード光源モジュールにおいて、前記基板台は、縦方
向に向いている表面を有する平面基板と、立設基板と、を含み、前記立設基板は、前記平
面基板に結合され、横方向に向いている表面を有し、前記複数の発光ダイオードは、その
うちの少なくとも一つが前記平面基板の縦方向に向いている表面に設けられ、そのうちの
少なくとも一つが前記立設基板の横方向に向いている表面に設けられることを特徴とする
発光ダイオード光源モジュールである。
【０００６】
　本発明の請求項２に記載の発光ダイオード光源モジュールによると、前記平面基板と前
記立設基板には、溝が複数設けられ、前記発光ダイオードがこれらの前記溝に設けられる
。
【０００７】
　本発明の請求項３に記載の発光ダイオード光源モジュールによると、前記平面基板と前
記立設基板は、アルミで作製されたものである。
【０００８】
　本発明の請求項４に記載の発光ダイオード光源モジュールによると、前記平面基板と前
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記立設基板は、一体成形されたものである。
【０００９】
　本発明の請求項５に記載の発光ダイオード光源モジュールによると、前記平面基板と前
記立設基板は、多数のプレートを組み立てて構成される。
【００１０】
　本発明の請求項６に記載の発光ダイオード光源モジュールによると、前記平面基板が水
平に設けられ、前記立設基板が垂直に設けられ、前記立設基板は、前記平面基板のエッジ
から下方に伸びる。
【００１１】
　本発明の請求項７に記載の発光ダイオード光源モジュールによると、前記複数の発光ダ
イオードのうちの一部の発光ダイオードは、前記平面基板の上方に向いている表面に設け
られ、そして前記複数の発光ダイオードのうちの一部の発光ダイオードは、前記立設基板
の前記平面基板のエッジの外側にある表面に設けられる。
【００１２】
　本発明の請求項８に記載の発光ダイオード光源モジュールによると、前記立設基板は二
層構造であり、前記複数の発光ダイオードのうちの一部の発光ダイオードは、更に、前記
立設基板の前記平面基板のエッジの内側にある層の表面に設けられる。
【００１３】
　本発明の請求項９に記載の発光ダイオード光源モジュールによると、前記平面基板は、
前記立設基板の上で水平に設けられ、前記立設基板は、第１立設基板と、第２立設基板と
、から構成され、前記第１立設基板と前記第２立設基板は、相互で垂直に交差するように
結合される。
【００１４】
　本発明の請求項１０に記載の発光ダイオード光源モジュールによると、前記複数の発光
ダイオードのうちの一部の発光ダイオードは、前記平面基板の上方に向いている表面に設
けられ、前記第１立設基板と前記第２立設基板の交差点を中心として前記第１立設基板と
前記第２立設基板を時計方向に回動する場合には、前記交差点の上方から見ると、前記複
数の発光ダイオードのうちの一部の発光ダイオードが前記第１立設基板の回動方向と反対
する面に設けられる。
【００１５】
　本発明の請求項１１に記載の発光ダイオード光源モジュールによると、前記平面基板は
、前記立設基板の上で水平に設けられ、前記立設基板は、第１立設基板と、第２立設基板
と、第３立設基板と、第４立設基板と、から構成され、前記第１立設基板と前記第２立設
基板と前記第３立設基板と前記第４立設基板とは、四角柱形状を形成するように相互で垂
直に結合される。
【００１６】
　本発明の請求項１２に記載の発光ダイオード光源モジュールによると、前記複数の発光
ダイオードのうちの一部の発光ダイオードは、前記平面基板の上方に向いている表面に設
けられ、そして前記複数の発光ダイオードのうちの一部の発光ダイオードは、前記第１立
設基板と前記第２立設基板と前記第３立設基板と前記第４立設基板とから構成され四角柱
形状を呈するものの外面に設けられる。
【００１７】
　本発明の請求項１３に記載の発光ダイオード光源モジュールによると、前記平面基板は
、前記立設基板の上で水平に設けられ、前記立設基板は、第１立設基板と、第２立設基板
と、第３立設基板と、から構成され、前記第１立設基板と前記第２立設基板と前記第３立
設基板とは、三角柱形状を形成するように相互で垂直に結合される。
【００１８】
　本発明の請求項１４に記載の発光ダイオード光源モジュールによると、前記複数の発光
ダイオードのうちの一部の発光ダイオードは、前記平面基板の上方に向いている表面に設
けられ、そして前記複数の発光ダイオードのうちの一部の発光ダイオードは、前記第１立
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設基板と前記第２立設基板と前記第３立設基板とから構成され三角柱形状を呈するものの
外面に設けられる。
【００１９】
　本発明の請求項１５に記載の発光ダイオード光源モジュールによると、前記基板台には
、前記発光ダイオードの電源ケーブルが埋め設けられる。
【００２０】
　本発明の請求項１６に記載の発光ダイオード光源モジュールによると、前記平面基板に
設けられた複数の発光ダイオードは電気的に直列接続され、前記立設基板に設けられた複
数の発光ダイオードは電気的に並列接続される。
【００２１】
　本発明の請求項１７に記載の発光ダイオード光源モジュールによると、前記発光ダイオ
ードは、垂直射出モードと、横射出モードと、を有し、切替スイッチが設けられ、前記切
替スイッチを切替えることにより、垂直射出モードと横射出モードのうちの一つのモード
を選択して前記発光ダイオードから光線を射出可能である。
【００２２】
　本発明の請求項１８に記載の発光ダイオード光源モジュールによると、前記平面基板は
、前記立設基板の上で水平に設けられ、前記立設基板は、環設され横方向に向いている四
つの面を有し、前記面同士の間には剖開溝が設けられる。
【００２３】
　本発明の請求項１９に記載の発光ダイオード光源モジュールによると、前記平面基板は
、前記立設基板の上で水平に設けられ、前記立設基板は、環設され横方向に向いている三
つの面を有し、前記面同士の間には剖開溝が設けられる。
【００２４】
　本発明の請求項２０に記載の発光ダイオード光源モジュールによると、更に、スイッチ
装置を含み、前記スイッチ装置を切替えることにより、垂直射出モードと横射出モードの
うちの少なくとも一つのモードを選択して前記発光ダイオードから光線を射出可能である
。
【００２５】
　本発明の請求項２１に記載の発光ダイオード光源モジュールによると、前記スイッチ装
置は、前記発光ダイオード光源モジュールの本体の表面に組付けられる。
【００２６】
　本発明の請求項２２に記載の発光ダイオード光源モジュールによると、更に、前記本体
から伸びる信号ケーブルを含み、前記スイッチ装置が前記信号ケーブルに組付けられる。
【００２７】
　本発明の請求項２３に記載の発光ダイオード光源モジュールによると、更に、短距離無
線通信モジュールを含み、前記スイッチ装置がリモートコントローラに組付けられ、前記
リモートコントローラは、別の短距離無線通信モジュールと、処理ユニットと、を含み、
前記スイッチ装置を切替えることにより、前記処理ユニットがスイッチ信号を発生し、前
記スイッチ信号は、前記リモートコントローラに設けられた前記短距離無線通信モジュー
ルを介して、前記発光ダイオード光源モジュールに設けられた前記短距離無線通信モジュ
ールに伝送される。
【発明の効果】
【００２８】
　本発明の発光ダイオード光源モジュールによれば、多次元で多方向に光線を射出するこ
とができるという効果を有する。
【図面の簡単な説明】
【００２９】
【図１】従来の発光ダイオードの二つの態様を示す模式図である。
【図２】本発明の発光ダイオード光源モジュールの第１実施形態の模式図である。
【図３】図２の変形例の模式図である。
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【図４】本発明の発光ダイオード光源モジュールの第２実施形態の模式図である。
【図５】本発明の発光ダイオード光源モジュールの第３実施形態の模式図である。
【図６】本発明の発光ダイオード光源モジュールの第４実施形態の模式図である。
【図７】本発明に係る電源ケーブルのレイアウトを示す模式図である。
【図８】本発明に係る電源ケーブルのレイアウトの別の実施形態の模式図である。
【図９】本発明に係るスイッチ装置の切替回線を示す模式図である。
【図１０】本発明に係る記憶モジュールにおける対応テーブル資料を示す模式図である。
【図１１】本発明に係るスイッチ装置の第１実施形態の模式図である。
【図１２】本発明に係るスイッチ装置の第２実施形態の模式図である。
【図１３】本発明に係るスイッチ装置の第３実施形態の模式図である。
【図１４】本発明に係る切替スイッチの二つの切替態様を示す模式図である。
【図１５】本発明の発光ダイオード光源モジュールの第５実施形態の模式図である。
【図１６】本発明の発光ダイオード光源モジュールの第６実施形態の模式図である。
【図１７】本発明の発光ダイオード光源モジュールの第７実施形態の模式図である。
【発明を実施するための形態】
【００３０】
　以下、本発明の実施の形態を図面に基づいて説明する。
【００３１】
（第１実施形態）
　まず、図２を参照する。図２は本発明の発光ダイオード光源モジュール３０の第１実施
形態の模式図である。本発明の発光ダイオード光源モジュール３０は、多次元で多方向に
光線を射出することができ、基板台３２と、複数の発光ダイオード３４と、を含む。
【００３２】
　前記基板台３２は、縦方向Ｄ１に向いている表面を有する平面基板３２０２と、立設基
板３２０４と、を含み、前記立設基板３２０４は、前記平面基板３２０２に結合され、横
方向Ｄ２に向いている表面を有する。
【００３３】
　前記平面基板３２０２と前記立設基板３２０４は、アルミで作製されたものであるので
、放熱が容易であり、重量が軽く、光線反射の補助になる効果もある。更に、前記平面基
板３２０２と前記立設基板３２０４は、プレス加工、ダイキャスティング加工、又は溶接
加工などによって一体成形されたものであることが好ましい。一方で、複数のアルミ基板
を組立てて構成されたものでもよい。
【００３４】
　前記複数の発光ダイオード３４のうちの一部の発光ダイオード３４は、前記平面基板３
２０２の上方に向いている表面に設けられる。そして前記複数の発光ダイオード３４のう
ちの一部の発光ダイオード３４は、前記立設基板３２０４の横方向Ｄ２にある表面に設け
られる。更に、前記平面基板３２０２と前記立設基板３２０４には、溝（図示せず）が複
数設けられ、前記発光ダイオード３４がこれらの前記溝に設けられる。これにより、射出
光線Ｌは、縦方向Ｄ１と横方向Ｄ２とに向いて射出することができる。
【００３５】
　また、図２を参照する。前記平面基板３２０２が水平に設けられ、その表面が縦方向Ｄ
１に向いている。前記立設基板４０は、垂直に設けられ、前記平面基板３２０２のエッジ
から下方に伸びるので、断面形状がＬ字形を呈する発光ダイオード光源モジュール３０が
形成される。前記立設基板４０は、垂直に設けられるので、その表面が横方向Ｄ２に向い
ている。
【００３６】
　図２に示すように、発光ダイオード３４が三つある。一つの発光ダイオード３４が前記
平面基板３２０２の上方に向いている表面に設けられ、残る二つの発光ダイオード３４が
前記立設基板４０の前記平面基板３２０２のエッジの外側にある表面に設けられる。Ｌ字
形を呈する前記基板台３２に設けられた前記三つの発光ダイオード３４により、二次元な
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光線Ｌが発生され、照明可能な範囲が広げられる。
【００３７】
（第２実施形態）
　次に、図３を参照する。図３は図２の変形例の模式図である。本実施形態の基板台３２
の断面形状がＬ字形を呈する。立設基板４０は二層構造であり、このような二層構造の前
記立設基板４０の間の隙間には、発光ダイオード３４の電源ケーブルを配設することがで
きる。一部の発光ダイオード３４は、更に、前記立設基板４０の平面基板３２０２のエッ
ジの内側にある層の表面に設けられてもよい。そうすると、二次元な光線Ｌが発生され、
照明可能な範囲が広げられる。
【００３８】
　図４を参照する。図４は本発明の発光ダイオード光源モジュール３０の第２実施形態の
模式図である。前記平面基板３２０２は、前記立設基板３２０４の上で水平に設けられ、
縦方向Ｄ１に向いている表面を有する。前記立設基板３２０４は、第１立設基板４２ａと
、第２立設基板４４ａと、から構成される。前記第１立設基板４２ａと前記第２立設基板
４４ａは、相互で垂直に交差するように結合される。これにより、上面から見ると、断面
形状がＸ字形を呈する立設基板３２０４が形成され、すなわち、横方向Ｄ２に向いている
八つの表面が形成される。
【００３９】
　本実施形態では、発光ダイオード３４が九つあり、一つの発光ダイオード３４が前記平
面基板３２０２の上方に向いている表面に設けられる。同じ光度を保持できることを前提
に、発光ダイオード３４の数量を減少するために、アルミ基板が光線を反射することがで
きる。したがって、残る八つの発光ダイオード３４は、前記第１立設基板４２ａと前記第
２立設基板４４ａの交差点を中心として前記第１立設基板４２ａと前記第２立設基板４４
ａを時計方向に回動する場合には、前記交差点の上方から見ると、前記立設基板４２ａ、
４４ａの回動方向と反対する面に二つずつ設けられる。すなわち、立設基板構造３２０４
の八つの表面のうちの四つの表面だけに発光ダイオード３４を設けることで、方向が相違
する九つの光線Ｌを発生することができ、照明可能な範囲が広げられる。
【００４０】
（第３実施形態）
　図５を参照する。図５は本発明の発光ダイオード光源モジュール３０の第３実施形態の
模式図である。前記平面基板３２０２は、前記立設基板３２０４の上で水平に設けられ、
その表面が縦方向Ｄ１に向いている。前記立設基板３２０４は、第１立設基板４２ｂと、
第２立設基板４４ｂと、第３立設基板４６ｂと、第４立設基板４８ｂと、から構成される
。前記第１立設基板４２ｂと前記第２立設基板４４ｂと前記第３立設基板４６ｂと前記第
４立設基板４８ｂとは、四角柱形状を形成するように相互で垂直に結合され、すなわち、
横方向Ｄ２に向いている四つの面が形成される。
【００４１】
　本実施形態では、発光ダイオード３４が九つある。一つの発光ダイオード３４が前記平
面基板３２０２の上方に向いている表面に設けられる。残る八つの発光ダイオード３４は
、第１立設基板４２ｂと、第２立設基板４４ｂと、第３立設基板４６ｂと、第４立設基板
４８ｂと、から構成され、四角柱形状を呈するものの外面にそれぞれ二つずつ設けられる
。これにより、光線Ｌが五つの方向に向いて射出され、照明可能な範囲が広げられる。
【００４２】
（第４実施形態）
　図６を参照する。図６は本発明の発光ダイオード光源モジュール３０の第４実施形態の
模式図である。前記平面基板３２０２は、前記立設基板３２０４の上で水平に設けられ、
その表面が縦方向Ｄ１に向いている。前記立設基板３２０４は、第１立設基板４２ｃと、
第２立設基板４４ｃと、第３立設基板４６ｃと、から構成される。前記第１立設基板４２
ｃと前記第２立設基板４４ｃと前記第３立設基板４６ｃとは、三角柱形状を形成するよう
に相互に結合され、すなわち、横方向Ｄ２に向いている三つの面が形成される。
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【００４３】
　本実施形態では、発光ダイオード３４が七つある。一つの発光ダイオード３４が前記平
面基板３２０２の上方に向いている表面に設けられる。残る六つの発光ダイオード３４は
、第１立設基板４２ｃと、第２立設基板４４ｃと、第３立設基板４６ｃと、から構成され
、三角柱形状を呈するものの外面にそれぞれ二つずつ設けられる。これにより、光線Ｌが
四つの方向に向いて射出され、且つ横方向Ｄ２に射出される光線の開角がそれぞれ１２０
度であるので、同じ光度を保持できることを前提に、発光ダイオード３４の数量を減少す
ることができる。
【００４４】
　本発明の発光ダイオード光源モジュール３０は、基板台３２に設けられる穴、又は二層
基板の二枚の基板の間の隙間に、発光ダイオード３４の電源ケーブルを設けることができ
る。また、基板台３２に設けられる穴は、発光ダイオード３４の電源ケーブルを設けるこ
とができる。その他にも、発光ダイオード３４の電源ケーブルを設けなくても、放熱効果
を増加することができ、ミニファンを増設すると、放熱効果が更に増加する。
【００４５】
　第１実施形態から第４実施形態では、平面基板３２０２には穴Ｈが複数設けられ、これ
らの穴Ｈにより、放熱効果を増加することができる。
【００４６】
　図７を参照する。図７は本発明に係る電源ケーブル６０のレイアウトを示す模式図であ
る。電源ケーブル６０のレイアウトは、発光ダイオード光源モジュール３０の全部の発光
ダイオード３４を電気的に直列接続５０にすることができる。この場合には、全部の発光
ダイオード３４を同時にオンにし、又はオフにすることができるが、特定の方向に光線を
射出するように光線を制御することができない。
【００４７】
　また、図８を参照する。特定の方向に光線を射出するように光線を制御したい場合には
、平面基板３２０２に設けられた発光ダイオード３４と、立設基板３２０４に設けられた
発光ダイオード３４と、を電気的に並列接続５２にすることができる。
【００４８】
　図６に示すように、平面基板３２０２に設けられた全部の発光ダイオード３４が電気的
に直列接続される。すなわち、第１立設基板４２ｃと、第２立設基板４４ｃと、第３立設
基板４６ｃと、に設けられた複数の発光ダイオード３４がそれぞれ電気的に直列接続され
る。これにより、四組の直列接続電子回路が形成され、そして前記四組の直列接続電子回
路を相互で電気的に並列接続する。
【００４９】
　また、図９を参照する。図９は本発明に係るスイッチ装置７０の切替回線を示す模式図
である。前記スイッチ装置７０により、本発明の発光ダイオード光源モジュール３０は、
光線が縦方向Ｄ１と横方向Ｄ２とに同時に射出することができ、光線が縦方向Ｄ１だけに
射出することができ、光線が横方向Ｄ２だけに射出することもできる。これにより、ユー
ザは必要によって光線の射出方式を選択することができ、省エネルギー効果を達成するこ
とができる。
【００５０】
　図９に示すように、四組の直列接続電子回路８０、８２、８４、８６は、直列接続電子
回路８０が縦方向Ｄ１に射出する発光ダイオード３４であり、直列接続電子回路８２、８
４、８６が横方向Ｄ２に射出する発光ダイオード３４である。
【００５１】
　前記スイッチ装置７０には、集積回路チップ７２が電気的に連接される。前記集積回路
チップ７２は、タイマー７２０２と、カウンター７２０４と、回線多重化装置７２０６と
、記憶モジュール７２０８と、を含む。
【００５２】
　また、図１０を参照する。図１０は本発明に係る記憶モジュール７２０８における対応
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テーブル資料９０を示す模式図である。記憶モジュール７２０８には対応テーブル資料９
０が記憶される。前記スイッチ装置７０が押圧された後に、前記カウンター７２０４で計
数された押圧回数と前記タイマー７２０２で計算された時間とにより、すなわち、一定時
間内の押圧回数により、前記回線多重化装置７２０６が記憶モジュール７２０８に記憶さ
れた対応テーブル資料９０から対応の反応態様を見出す。例えば一定時間内にスイッチ装
置７０が２回押圧された場合には、前記回線多重化装置７２０６が記憶モジュール７２０
８に記憶された対応テーブル資料９０から対応の反応態様を見出して、図示しない出力ポ
ートの電子回路をそれぞれオン、オフ、オフ、オフにするように制御する。これにより、
直列接続電子回路８０がオンにされ、直列接続電子回路８２、８４、８６がオフされるよ
うになり、光線が縦方向Ｄ１だけに射出される態様になる。
【００５３】
　これにより、特定方向に向いている発光ダイオード３４だけを発光させることができ、
そのうちの一つの直列接続電子回路８０、８２、８４、８６が故障したことによって発光
ダイオード光源モジュール３０全体を廃棄することが必要なくなる。
【００５４】
　図１１を参照する。図１１は本発明に係るスイッチ装置７０の第１実施形態の模式図で
ある。図１１に示すように、スイッチ装置７０は、発光ダイオード光源モジュール３０の
本体の表面に組み付けられてもよい。
【００５５】
　図１２を参照する。図１２は本発明に係るスイッチ装置７０の第２実施形態の模式図で
ある。本発明の発光ダイオード光源モジュール３０は、更に、前記本体から伸びる信号ケ
ーブル９２を含み、前記スイッチ装置７０が前記信号ケーブル９２に組付けられてもよい
。そうすると、前記発光ダイオード光源モジュール３０の傍にいなくても、前記発光ダイ
オード光源モジュール３０の光線射出モードを制御することができる。
【００５６】
　図１３を参照する。図１３は本発明に係るスイッチ装置７０の第３実施形態の模式図で
ある。本発明の発光ダイオード光源モジュール３０は、更に、短距離無線通信モジュール
９３ａを含み、前記スイッチ装置７０がリモートコントローラ９６に組付けられる。前記
リモートコントローラ９６は、別の短距離無線通信モジュール９３ｂと、処理ユニット９
４と、を含む。前記処理ユニット９４は前記集積回路チップ７２であってもよい。
【００５７】
　前記スイッチ装置７０を切替えることにより、前記処理ユニット９４がスイッチ信号を
発生させる。前記スイッチ信号は、前記リモートコントローラ９６に設けられた前記短距
離無線通信モジュール９３ｂを介して、前記発光ダイオード光源モジュール３０に設けら
れた前記短距離無線通信モジュール９３ａに伝送される。これにより、前記発光ダイオー
ド光源モジュール３０の光線射出モードを遠隔制御することができる。
【００５８】
　図１４を参照する。図１４は本発明に係る切替スイッチ６２の二つの切替態様を示す模
式図である。一つの発光ダイオード３４は、垂直射出モードＭ１と、横射出モードＭ２と
、を有してもよい。更に、切替えることにより、垂直射出モードＭ１と横射出モードＭ２
のうちの一つのモードを選択して前記発光ダイオード３４から光線を射出可能な切替スイ
ッチ６２を設けてもよい。
【００５９】
　更に、発光ダイオード光源モジュール３０に複数の発光ダイオード３４を設ける場合に
は、切替スイッチ６２を切り替えることにより、複数個または複数組の発光ダイオード３
４を発光させると、光線射出モードの変化可能性が増加する。更に、前記並列接続電子回
路、又は発光ダイオード用光度調整電子回路を増設すれば、光線射出モードの変化可能性
が更に増加する。
【００６０】
（第５実施形態）
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　次に、図１５を参照する。図１５は本発明の発光ダイオード光源モジュール３０の第５
実施形態の模式図である。本実施形態の平面基板３２０２は、立設基板３２０４の上で水
平に設けられ、その表面が縦方向Ｄ１に向いている。前記立設基板３２０４は、環設され
横方向Ｄ２に向いている四つの面を有する。前記面同士の間には剖開溝Ｔが設けられ、こ
れにより、放熱効果が向上する。
【００６１】
（第６実施形態）
　次に、図１６を参照する。図１６は本発明の発光ダイオード光源モジュール３０の第６
実施形態の模式図である。本実施形態の平面基板３２０２は、立設基板３２０４の上で水
平に設けられ、その表面が縦方向Ｄ１に向いている。前記立設基板３２０４は、環設され
横方向Ｄ２に向いている三つの面を有する。前記面同士の間には剖開溝Ｔが設けられ、こ
れにより、放熱効果が向上する。
【００６２】
（第７実施形態）
　次に、図１７を参照する。図１７は本発明の発光ダイオード光源モジュール３０の第７
実施形態の模式図である。本実施形態の平面基板３２０２は、立設基板３２０４の上で水
平に設けられ、その表面が縦方向Ｄ１に向いている。前記立設基板３２０４は、環設され
横方向Ｄ２に向いている三つの面を有する。前記面同士の間には剖開溝Ｔが設けられ、こ
れにより、放熱効果が向上する。本実施形態と第６実施形態の相違する点は、第６実施形
態の平面基板３２０２には一つだけの発光ダイオード３４が設けられるのに対して、本実
施形態の平面基板３２０２には三つの発光ダイオード３４が設けられるので、縦方向Ｄ１
への光線の光度が増加する。
【００６３】
　本発明の発光ダイオード光源モジュール３０に基板台３２を設けることにより、複数の
発光ダイオード３４から射出される光線Ｌが多次元で多方向になり、照明可能な範囲が広
げられる。
【００６４】
　このように、本発明が、特定の例を参照して説明されたが、それらの例は、説明のため
だけのものであり、本発明を限定するものではなく、この分野に通常の知識を有する者に
は、本発明の精神および範囲を逸脱することなく、ここで開示された実施例に変更、追加
、または、削除を施してもよいことがわかる。
【産業上の利用可能性】
【００６５】
　本発明は、光源モジュールに適用することができる。
【符号の説明】
【００６６】
　２、３４　発光ダイオード
　２ａ　直行式の発光ダイオード
　２ｂ　横行式の発光ダイオード
　１０　光線
　１０ａ　直行射出光線
　１０ｂ　横行射出光線
　３０　発光ダイオード光源モジュール
　３２　基板台
　４０、３２０４　立設基板
　４２ａ、４２ｂ、４２ｃ　第１立設基板
　４４ａ、４４ｂ、４４ｃ　第２立設基板
　４６ｂ、４６ｃ　第３立設基板
　４８ｂ　第４立設基板
　５０　直列接続
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　５２　並列接続
　６０　電源ケーブル
　６２　切替スイッチ
　７０　スイッチ装置
　７２　集積回路チップ
　８０、８２、８４、８６　直列接続電子回路
　９０　対応テーブル資料
　９２　信号ケーブル
　９３ａ、９３ｂ　短距離無線通信モジュール
　９４　処理ユニット
　９６　リモートコントローラ
　３２０２　平面基板
　７２０２　タイマー
　７２０４　カウンター
　７２０６　回線多重化装置
　７２０８　記憶モジュール
　Ｄ１　縦方向
　Ｄ２　横方向
　Ｈ　穴
　Ｌ　射出光線
　Ｍ１　垂直射出モード
　Ｍ２　横射出モード
　Ｔ　剖開溝

【図１】 【図２】
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